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むらかみ ともあき

まの あきひろ

～鳥取河川国道事務所において
能登半島地震の協力企業に感謝を伝えます～

１．実施日時 令和６年３月１２日（火) １３時３０分～１４時００分

２．開催場所 国土交通省 中国地方整備局 鳥取河川国道事務所 １階会議室

（鳥取県鳥取市田園町４丁目４００番地）

３．次第

○能登半島地震における災害対策用機械の活動報告とお礼【1)～3)はweb中継】

1) 現地支援班より報告 １名（web）

2) 協力企業からの活動報告 代表１社（web）

3) 協力企業へ中国地方整備局長からお礼（全協力企業へwebにて）

4) 協力企業へ鳥取河川国道事務所長からお礼（当事務所派遣の協力企業２社へ）

※報道機関によるインタビュー対応（当事務所派遣の協力企業２社）

４．鳥取河川国道事務所から派遣された協力企業（２社・順不同）

・美穂建設株式会社（鳥取市下味野295番地29）

・株式会社原田建設（鳥取市数津62番地2）

※派遣先での支援内容は別添のとおり

中国地方整備局が行う令和5年度TEC-FORCE活動報告会と協力企業への謝辞【別添
「中国地方整備局記者発表資料」参照】に合わせて、鳥取河川国道事務所においても
鳥取河川国道事務所から派遣の協力企業２社へ、直接謝辞をお伝えします。

※本資料は、鳥取河川国道事務所ホームページの「記者発表」ページでも公開しています。

鳥取河川国道事務所HPアドレス https://www.cgr.mlit.go.jp/tottori/

また、X（旧Twitter）による情報発信も行っています。
https://twitter.com/mlit_tottori

二次元コード
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み ほ

はら だ

https://www.cgr.mlit.go.jp/tottori/
https://twitter.com/mlit_tottori


〇鳥取から派遣された協力企業２社の現地支援状況

支援内容：令和６年能登半島地震により停電している民間施設へ
照明車搭載の発電機による電源供給（石川県珠洲市内）
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・美穂建設株式会社（派遣期間：令和６年１月７日～１４日） ４名

・株式会社原田建設（派遣期間：令和６年１月１２日～１７日） ４名

照明車に搭載の発電機を運転し電源を供給 屋内に引き込んだ電源の配線作業

屋内に引き込んだ電源の配線作業電源供給中の照明車搭載発電機を確認

別 添



          

国土交通省 
中国地方整備局 

お知らせ  

 記者発表資料 令和6年3月1日 

令和５年度 TEC-FORCE 活動報告会を行います 

～能登半島地震の協力企業に感謝を伝えます～ 

能登半島地震で被災現場に派遣したTEC-FORCE部隊の大部分が帰還したことから

今年度最終の報告会を実施します。報告会では、地震対応でご協力をいただいた全ての

協力企業へ中国地方整備局長から謝辞をお伝えすると共にTEC-FORCE隊員から活動

報告を行います。 

※なお、TEC-FORCEの派遣については、今後も継続します。 

 

１．実施日時 令和６年３月１２日（火) １３時３０分～１６時００分 

２．開催場所 広島合同庁舎４号館１３階 第９会議室 

（広島市中区上八丁堀 6-30） 

３．議事次第 ・協力企業からの活動報告及び中国地方整備局からのお礼 

       ・現地対策本部及び TEC-FORCE 活動報告 

       ・今後の活動に向けた意見交換 

（詳細は、別紙参照） 

 

 

 

 

 

 

 

（写真 能登半島地震での TEC-FORCE 及び協力企業の活動状況） 

 

※取材の際は、13 時 30 分までに合同庁舎 4 号館 13 階第 9 会議室にお集まり下さい。 

    また、取材に来られる方は、別添取材申込フォームに登録をお願い致します。 

 

なお、能登半島地震に対する支援内容については別添資料のほか、整備局 HP をご参照ください。 

（https://www.cgr.mlit.go.jp/bousai/saigai/saigai_shien/kannai/index_00032.html） 

＜問い合わせ先＞  

国土交通省 中国地方整備局 ０８２－２２１－９２３１（代表） 

【担当】災害対策マネジメント室長     福永 （内線２１８１） 

     災害対策マネジメント室 課長補佐 光井 （内線２１８２） 

■同時発表先：合同庁舎記者クラブ、鳥取県政記者会、島根県政記者会、岡山県

政記者クラブ、広島県政記者クラブ、山口県政記者会、山口県政記者クラブ、 

山口県政滝町記者クラブ、中国地方建設記者クラブ 

https://www.cgr.mlit.go.jp/bousai/saigai/saigai_shien/kannai/index_00032.html
mt100
テキストボックス
 別添「中国地方整備局記者発表資料」



          

国土交通省 
中国地方整備局 

 別紙  

 

TEC-FORCE活動報告会 議事次第 
 

 

（１）開会あいさつ 

 

  第一部  13:30～13:40 

（２）能登半島地震における災害対策用機械の活動報告とお礼（10分） 

    現地支援班 より報告（１名） 

（給水機能付き散水車、照明車、待機支援・対策本部車）     

協力企業からの活動報告 代表１社（web） 

    協力企業へ整備局長からお礼（全協力企業へwebにて） 

     報道機関によるインタビュー対応（各報告者） 

 

  第二部  13:45～16:00 

（３）令和５年度の災害概要 

（４）能登半島地震非常災害現地対策本部の活動報告（40分） 

    副局長より報告 

（５）TEC-FORCE活動報告（70分） 

   先遣班  より報告（２名） 

   被災状況調査班 

砂防班 より報告（１名） 

    道路班 より報告（１名） 

    港湾班 より報告（２名） 

   高度技術指導班 

    水道班 より報告（１名） 

（６）意見交換     

（７）講評 【局長、副局長】 

 

報道機関によるインタビュー対応（各報告者） 

   

 

 



          

国土交通省 
中国地方整備局 

 

 別添  

取材申込フォーム 

取材を希望される報道機関の方におかれましては、下記フォームズから

申込をお願い致します。 

＜FormsURL＞https://forms.office.com/r/3PzAQPPKKp 

※下記の二次元コードからも申込できます 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□確認事項 

（１）所属、（２）お名前、（３）連絡先 

（４）取材予定の時間（１部、２部、両方） 



国⼟を整え、全⼒で備える
国⼟交通省
松江国道事務所能登半島地震への中国地方整備局の対応

■先遣班
派遣期間︓1⽉5⽇〜2⽉26⽇
派遣先 ︓北陸地整 災害対策本部
派遣⼈数︓のべ189⼈・⽇
活動内容︓災害対策本部との調整・報告

■被災状況調査班
（砂防班①〜③、道路班①〜⑥、港湾空港班①・②、河川班①）

派遣期間︓1⽉ 7⽇〜2⽉26⽇［道路①・⑤・⑥］
1⽉ 9⽇〜2⽉26⽇［砂防①・②・③、道路②・③・④］
1⽉17⽇〜1⽉20⽇［港湾①・②］
2⽉ 1⽇〜2⽉ 7⽇［河川班①］

派遣先 ︓輪島市 ［道路①・②・③・④・⑤］
能登町 ［砂防①・②・③、道路⑥、河川班①］
七尾市 ［港湾①・②］ 珠洲市［港湾①］

派遣⼈数︓のべ1,245⼈・⽇
活動内容︓輪島市、能登町、七尾市、珠洲市における被災状況調査等

■現地⽀援班
（給⽔機能付き散⽔⾞、照明⾞、待機⽀援・対策本部⾞）
派遣期間︓1⽉4⽇〜2⽉29⽇
派遣先 ︓⽯川県志賀町、能登町、珠洲市
派遣⼈数︓のべ178⼈・⽇ 災害協⼒企業︓40社
活動内容︓
給⽔機能付き散⽔⾞ ︓志賀町、能登町の給⽔⽀援
照明⾞ ︓珠洲市の電源⽀援
待機⽀援・対策本部⾞︓派遣職員の現地⽀援

■⾼度技術指導班（⽔道班）
派遣期間︓1⽉8⽇〜2⽉19⽇、派遣先 ︓志賀町
派遣⼈数︓のべ86⼈・⽇、活動内容︓被災した⽔道施設の復旧⽀援

■⾼度技術指導班（道路班）
派遣期間︓1⽉12⽇〜19⽇、派遣先︓⽯川県
派遣⼈数︓のべ8⼈・⽇、活動内容︓被災した道路施設の復旧⽀援

砂防班道路班

港湾空港班 河川班

給⽔⽀援

待機⽀援・対策本部⾞ 電源⽀援（照明⾞）

北陸地整 災対本部

■待機⽀援⾞班
派遣期間︓1⽉22⽇〜2⽉6⽇、派遣先 ︓北陸地整 災対本部
派遣⼈数︓のべ16⼈・⽇、活動内容︓待機⽀援⾞の運⽤オペ

■⾼度技術指導班（港湾班）
派遣期間︓2⽉1⽇〜、派遣先︓北陸地整 災対本部
派遣⼈数︓のべ21⼈・⽇、活動内容︓被災した港湾施設の復旧⽀援

TEC-FORCE派遣状況
（R6.2.29時点）

TEC-FORCE職員派遣は本局のほか中国５県の各事務所から計235⼈（実
⼈数）派遣しています



国⼟を整え、全⼒で備える
国⼟交通省
松江国道事務所

■中国地⽅整備局の各事務所からから被災⾃治体への⽀援として現地に様々な災害対策⽤機械を派遣しました。
■派遣元事務所と派遣にあたり、ご協⼒をいただいた協⼒企業40社の⼀覧を下記に⽰します。
■給⽔機能付き散⽔⾞2台、対策本部⾞3台、待機⽀援⾞3台、照明⾞5台、遠隔操作装置1台の計14台を派遣しました。

能登半島地震に派遣協力いただいた企業一覧 （R6.2.29時点）

現地に派遣した災害対策用機械（派遣元事務所） 派遣にご協力を頂いた企業（40社）

照明車(鳥取河川国道事務所） 美穂建設（株）、(株)原田建設

照明車(出雲河川事務所） 出雲土建（株）、勝部建材（有）、山﨑建設（株）

照明車(岡山河川事務所） (株)三幸工務店、(株)英大建設、タカラ地所(有)、(株)三協クリエイト

照明車（三次河川国道事務所） 宮川興業（株）

照明車（太田川河川事務所） 宮川興業（株）

対策本部車、待機支援車（倉吉河川国道事務所） (株)みたこ土建

待機支援車（中国技術事務所） 沼田建設(株)

山陽工業(株)、(株)ミヤケン

宮田建設(株)

対策本部車バス型(中国技術事務所） 錦建設(株)、(有)三橋

大津建設(株)

アマノ企業(株)

対策本部車拡幅型(中国技術事務所） 山陽建設(株)、(株)中國開發

(株)伏光組、(有)石本組

待機支援車（岡山河川事務所） (株)奥野組、(有)安井外業

(株)笹山工業、(株)岡東建設

給水機能付き散水車（三次河川国道事務所） (株)加藤組

占部建設工業(株)、(株)ネクセル

(株)熊高組、(株)和田組

山陽工業(株)、(株)ミヤケン

(株)砂原組、(有)亀田組、(株)ゴフクリエイト、(株)平山工業

松江土建(株)、(株)ウエヤマ

(株)伏光組、(有)石本組

給水機能付き散水車（山口河川国道事務所） 日立建設(株)

遠隔操縦装置（倉吉河川国道事務所） (株)共栄組
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